
































































l^f l: .蝣 Iv .Wlv ォ lv 弟 L+四 千 . J
:B 蝣 .′ I lh* ▼1 ′ ≡ ・M !*ォ;H tサ>lォ .' ′ r . U.SHU -0.088 -U.UZ4 -Q.053 U 4M
ー 32I算 数 の 危 聾 は 、人 間 が ゆ た か な 生 活 を す る た め に 役 に 立 つ と 患 い ま す か 0.674 0.050 0.077 0 089 0.471
囚 7.算 数 に は き れ い だ な あ と思 うところ が あ りま す か 0.588 -0.077 0.099 0.075 0.366
31.算 款 を 免 聾 した の で 、エ 件 で 作 りた い も の が つ くれ ま す か 0.525 0.228 0.078 -0.073 0339
9.算 歎 ,‡ 科 学 の 進 歩 に1役 に 立 つ と思 い ま す か 0.523 0.016 0.098 0.099 0.302
14r算 数 を 泡 聾 す る と新 しい こ とを 見 つ け る ことが で き ま す か 0.491 0.294 0.045 0.186 0一364
1耳 抜 ,ま 考 え る こ とが た の しい 急 襲 で す か 0.457 0.136 0.215 0.272 0.348
34′‡ 数 を 勉 聾 した の で 、お 見 昌 に 水 を た め る こ とが うま くでき ま す か 0.453 0.089 0.053 -0.162 0.242
27.算 数 で息 聾 した こと は 、他 の 教 科 の 勉 削 :t .こ 立 ち ま す か 0.450 0.074 0.036 0.ー85 0.243
13.算 数 で 出 会 う問 題 は 、くら しの 中 で よ く見 か け ま す か











2.算 数 を 勉 聾 す ると.考 え る 力 が つ き ま す か 0338 0.2 2 0.83 0.171 0.222
24.算 数 の 勉 聾 が で き る と よい 学 校 や 会 社 に 入 って 発 令 生 活 が で き る と思 い ま す か 0.330 0.154 0164 -0.253 0.223
: I .** 蝣- こ l ; 、 ▼ J . . U.UZ8 U.638 u.uu 0.065 U.4 3
2 3 貫 数 を 危 聾 した の で 、初 を 分 け る こと が で き ま す か -0.020 0.603 -0-0日 0.048 0.386
囚 25.音 数 を 勉 聾 す る と計 算 が は や くでき る よ うに な りま す か 0.104 0.563 0-16 0.154 0-377
22.算 数 を 勉 聾 した の で 、ど の 遍 が 目 的 地 に 近 い か を 決 め る ことが でき ま す か 0.338 0.557 0-1,6 0.021 0-438
19.算 数 を 鬼 尊 す る と姓 しい 間 鳶 もとけ る よ うに な りま す か -0.007 0.483 0.025 -0.012 0.234
81算 数 を 鬼 賛 した の で 、買 い 書 が ● 人 で で き ま す か 0.326 0.443 0.073 0.240 0.365
2-算 数 を 勉 章.した の で 、時 間 を 考 え た 生 活 が で き ま す か 0.175 0.417 0.095 -0.023 0.214
「「1 1 1 1 号 IT T 閃 「 jfjrr r 町 r r r jTi -ー 蝣m n rirr 甘 T r が -Trrsr TTTσT Tl.「相 - trσFF ? trFσT
蝣l:l:l'>l I.#/* >サ-ォ'*iUr* ォdllHサ * ▼ u.ues U I14 U./Utl -U.U32 U5 /
3 23.算 軟 の 勉 草 が で き る 人 を うらや ま しく思 い ま す か 0.003 ー0.056 0.668 -0.054 0.452
囚 29.算 数 の 急 襲 が で き る と い ろ い ろ な 人 か ら は め ら れ ま す か 0.176 0.13 0.598 -0 189 0一441
33 算 数 の 先 輩 が で き る と み ん な か ら 茸 が よ い と言 わ れ ま す か 0.1 4 0.032 0.560 -0.05 0.330
り 7 算 故 の 急 襲 が あ ま りでき な くて も 、lS ず か しくあ りま せ ん か -0.037 -0.018 0539 0.099 0.302
6.算 奴 の 先 輩 で 友 達 に 負 け た くあ りま せ ん か 0-082 0.247 0.490 0.037 0.31
16.算 数 の 勉 輩 が よ くわ か る と、い い 気 分 に な りま す か
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4 * 30.算 数 の 先 輩 は み ん な が す るか ら して い ま す か 0.141 0.174 -0.004 0.660 0.486
困 5ー 算 数 の 急 襲 は 時 間 害い : あ る か ら しま す か 0rl73 0.015 0.052 0.630 0429
* 5-算 数 の 魚 削 ま 零 の 人 に 言 わ れ る か ら してい ま す か 0.049 0.030 -0.028 0.549 0.305
サ 20.事 故 の 急 襲 は 塾 の 先 生 に 書 わ れ る か らして い ま す か 0.0川 0.045 0.046 0.504 0259
* ー01耳 軟 の 危 茸 は 上 の 学 校 に 入 る た め の 辞 書 が あ る か らしま す か -0.076 0.036 -0.073 0489 0.252
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表2 <調査Ⅲ3因子バリマックス回転結果>
l=サ 「=≡ 第 1B f i.M v 罵 3凶 + 共通 T!
10P昇 双の 按 ‡ Fl教 案 の 外 に 班てい ろい ろJIぺ 亨すか 0.687 0.079 0.017 0.363
1 O.算数 の 授 業 はい ろい ろな実 書 をします か 0.664 0.027 0.077 0.269








塙 学 年)算 社 は 「そろば ん 」や 「計 算 堆 J-rじようぎ」などの 違 えを 自由 に 使 って勉 鼓 しますか
6.算敦 は パ ソコン などの道 具 も、自 由 に便 つてもよい急 襲です か
n riT たTIA/TdT 軒 をm rm rr si育 て .f甘 … … 一 一 一 0.427 -0.343 -0.033 0.186
*12.号 杜 ほ い ろい ろなことを曙 記 す る先 登です か -0.085 0.666 0145 0.347
2 *9.算 鼓 は 式を使 って考 えること# 大 切 ですか 0.051 0.560 -0.010 0.301
囚 *3]算 鼓 の 地 引 まお もに 教 科 書をま い ます か
iT T i 『 ‥首t pvsv zー 汀 "5" ぎ甘蝣#" ・鑪確 T fTT 一一一 一一一一一一 一●一 一l-.
-0.043 0.490 0.381 0.447
0.342 0.380 0.090 0-3 6ー
仕 算数 は 、前 に勉 鼓 したことを生 か して考 える先 登です か 0.073 -0.523 0.410 0.478
*13.5 載 狂 8 分一 人 で考 える兄 尊で すか -0.168 -0.137 0.722 0.447
3 * 「 ‡ 鼓 の 授業 は 教 室 でじっとして勉 聾 します か 0、167 0.219 0.536 0.472
囚 *5I算 数 の 急襲 で は、自分 で好 きなように考 えることが ゆ るされ ません か -0.006 0.067 0.402 0.568
i:t;K:i; I.9 3 1I6 2ー 1.381 4.887
表3 <調査Ⅳ3因子バリマックス回転結果>
ILIlit l: LlAこ ;. 第2H -f :*lv iB .K
ォ9 サ R U 固い I じが LfT か 0.725 0.ー28 0.091 0.550
1 ォ12 I K li.1lたい 古 じ# しますか 0689 0-394 -0.011 0.630
s *け 算 款 の 勉強 は イライラします か 0.663 0.383 0-163 0-613
㍗ .算 款 はめ ん どうくさい 魚 津 ですか 0.656 0.264 0.156 0.524
*2.事 故 の時 間 は 急襲 の 中 でl 書こわ い時 間 です か 0636 0.465 OOSS 0.630
*4.算 鼓 はごちゃ ごちゃ した急 襲 です か
・T ォ 『F る涌 頂 b3TX 首 Tg閉 .f首LTE甘 oxCYi'l-f F 一一一 一■一 …
0.604 0.309 0.70 0.490
0.557 0.050 0.368 0448
T3.算 数 の 施茸 は スカツとします か 0.ー52 0.782 0.007 0.635
2 6.算 数 の地 建 は わ くわ くします か 0.256 0.780 0.053 0.678
囚 H J事 故 が 好きです か 0.387 0-716 0155 0686
1.算 数 はとりつ きや すい 急 襲 です か 0.205 0ナ638 0.224 0.499
3.事 故の 急 襲 は 易 しい です か
.-1T T w r m 澗「ま頂 苛 ITS澗 蝣n r n rn 首 U T S' 一 一
0.254 0.534 0086 0.357
0.410 0.426 0.349 0.47ー
* eI算数 を泉 質 してい るとまち がわ ない か なあ と心 E I:な t}ます か 0.041 -0049 0.858 0739
3 * 10.算 数の 魚 津 時間 # 終 わ るとほ っとしますか
「1T .算頂 ゥ I邉「ま"ォF ?訂 うTCF F Gl'lS'i甘 TiYT " 一一...ー ●一 一
0.223 0「388 0.566 0.521
0.45ー 0.273 0.508 0.536


























































多 様 な算数 観
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児童 教師 教 一児
平均差
両側
t検定の結果平均 SD 平均 SD










表 5 < 「解の多様性.創造性」児童全員 と教師平均得点差の検定結果 >
- 児童 教師 l教I児
-平均差
両側
t検定の結果平均 SD 平均 SD
調ー 査 Ⅲ解 2.06 0.40 2.22 0.46 0.16 t(539)=2.55*
*pく.05
表 6 < 「学習朗 」児 童 全 員 と教 師 メ デ ィ ア ン の 差 の 検 定 結 果 >
≦ 総 メ デ ィ ア ン < 全 児 童 教 師 1)
数 量 > 3 1 3 1 2 6 2 2. 8 1
関係 ≦ 3 3 7 1 1 7 * *
公 > 2 2 6 6 3 3. 5 5






I 児童 教師 -教一児
-平均差
両側
t検定の結果平均 SD 平均 SD





表3-19 <調査Ⅳ児童全体 と教師の平得点差の検定結果 >
児童 教師 it'.r 蝣>l
平均差
両側
t検定の結果平均 SD 平均 SD
第 2因子 1.88 0.60 2.11 0.49 0.22 t(539)=2.37*










< 調 査 ご と 児 童 と 学 級 担 任 の 相 関 (Pearsonの 積 率 相 関 係 数 )
学 級 調 査 I 「解 」 調 査 Ⅲ 調 査 Ⅳ 全 体
a .26 .09 -.54 .01 .33*
b .25 -.28 .75* .41 .16
c .31 .97* .37 .37 .07
d 13 -39 .63 † .65* .15
e .41 .42 -.ll .19 .32*
f .30 .96* .13 .34 .41**
g .27 .93 † .18 .04 .20
h .01 .70 .50 .56* .31*
1 .21 .35 .50 .41 .57**
J .12 .48 .25 .26 .29*
k .22 -.84 .20 .13 .28*
1 .17 .99* .05 .55* .34*
m .01 -.03 .19 -.14 一.26 †
n .28 .89 .83** .62* .61**
0 .28 .61 .15 .13 .30*
p .71** .50 .35 -.40 .36**
**pく. 01く. 05Tpく.10
担任教師の得点にのみ、実質的で強い関連がみられ、それ以外の13学級(81.2
%)では、担任教師の算数観が児童のに関連しているとは言い難いということ
が示唆された。
また、各調査ごとでは、調査I『算数学習効果観』では、学級pの児童と担
任教師の平均得点の相関のみ、強い関連が認められている。 調査Ⅱ『算数学習
内容観』の「解の多様性・創造性」の児童と担任教師の平均得点の相関は、C,
f,g,1の4学級で強い関連が認められている。 調査Ⅲ『算数学習観』の児
童と担任教師の平均得点の相関は、b,n. の3学級に、強い関連が認めら
れている。 調査Ⅳ『算数学習情意観』の児童と担任教師の平均得点の相関は、
h,1nの4学級に、強い関連が認められている。
全ての調査において、児童と担任教師の平均得点の相関に実質的な関連が認
められなかったのは、約半数(43.8%)の7学級である。
以上より、学級担任の算数観は、児童の考え方と強く関連をしていないこと
が示唆された。
教師はある因子について、肯定的にみたり感じたりしていても、その算数観
に基づく授業が児童に受け入れられないでいることがあったり、実際はそのよ
うな算数観に基づく授業を展開していないことがあるということが明らかにさ
れた。つまり、教師は現実には自らの算数観をうまく出せない、あるいは表に
出さないで、画一的な算数観にとらわれる授業を展開していたことが、児童と
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の算数観のずれとなってあらわれたと言える。 かくして教師は自らの算数観を
積極的に児童に伝える工夫をする必要があろう。
3.算数観を転換,深化,拡大する学習のありかた
児童と教師の算数観のずれの根本には情意面の問題がある。 特に、「算数
の爽快感・期待感」や「算数-の不安感」は、児童の平均得点は教師と比較す
るとマイナス方向である。
児童との算数観のずれを解消するということは、算数観を転換することであ
り、児童の情意面をプラス的にすることとなる。
情意面の他にずれととらえられた因子には、「よりよく生きるために役立つ
算数」や「実践的学習」というものがある。 これらは算数観を拡大,探化させ
るた桝こ重要なものであった。 「実践的学習」を進めることにより、「よりよ
く生きるために役立つ算数」は肯定され、それがまた、算数学習の情意的側面
をプラス方向に高めることになろう。 つまり、児童と教師の算数観のずれを解
消するための取り組みは、算数観を転換,拡大,深化する取り組みである。
算数観をプラス方向-高めてていく手立てとしては、教師が自らの算数観を
積極的に示し、授業を展開していくことも重要であると考えられた。
以上より、算数観を転換,深化,拡大するために改善していく点をまとめる
と次のようである。
. 「よりよく生きるために役立つ算数」を意識する 「実践的学習」を進める
.教師の算数観を積極的に示すこと
Ⅳ.算数観を転換,深化,拡大する学習の提案
本研究によって見出したことを、過去に筆者が行った実践をもとに検討した
結果、以下に示すような学習、教師のあり方が、具体的実践として有効ではな
いかと考えられたので、それを提案する。
1.単元の学びの流れ
(1)第1段階新たな算数観-の入り口
「教師が単元について新たに学び得た算数観を積極的に示す」
・この単元で扱う内容が生まれてから現在までの歴史的背景は
・この単元で扱う内容はどのように役だっているのか
39
・この単元で扱う題材からどんなおもしろさを感じるかなど
「示された教師の算数観をもとに児童も算数観を示し意見交換する」
・不思議だと思う点や疑問点
・調べたいことや学びたいこと Iも
・今までこの単元や題材について思っていたこと
・この学習は何に生かせそうか、生かしたいか
・この学習を通して何ができるようになりたいか
(2)第2段階新たな算数観-の準備
「課題の設定(自分化と全体化)をする」
など
自分で追求していく課題と(自分化)、一つの学びの共同体として追求し
ていく課題を設定(全体化)
(3)第3段階新たな算数観を得る
「課題解決を遂行する」
自由な思考と、自由な活動、自由な場の保障
(4)第4段階新たな算数観を確かなものにする
「課題解決結果の交流をする」
追求してきた課題について解決した結果を話し合う
(5)第5段階新たな算数観の発信
「単元を振り返り算数観にいて話し合いをする」
それぞれに得た算数観について発表会を行い互いの算数観を認め合う
2.教師の姿勢
(1)指導者としての教師
①支援者としての教師
学んでいる児童全体を把握し、学習をスムーズに進められるような支援活動
4-行う.
②専門家としての教師
教師は算数の専門的知識をもった熟達者としていることも必要である0
児童が気づかなかった「よさ」、重要な事項などは、適時に説明することが
必要である。
(2)学習者としての教師
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「よりよい生活に役立っ算数」を意識した「実践的学習」を展開する上で、
教師は指導者という存在に加え、共同学習者という存在であること自覚する必
要がある。教師は児童と一緒に学ぶ中で、技能を習得する過程や、理解の過程
を伝えていけることを示している。 また、意見や質問の言い方、発表資料作成
の仕方など学び方の手本も示すことができる。
V.結論
1997年11月17日、教育課程審議会は、審議結果を「中間まとめ」として公表
した。そこでは、「これからの学校教育においては、知識を一方的に教え込む
ことになりがちであった教育から、自ら学び自ら考える教育-と、その基調の
転換を図り、子どもたちの個性を生かし、学び方や問題解決などの資質や能力
の育成を重視し、実生活との関連を図りつつ体験的な学習や問題解決的な学習
にじっくりとゆとりをもって取り組むことができるようにすることが極めて重
要だということである。
」*3と言っている。
これらのことは、現状と今後の社会の変化を見越しての提案であるとともに、
本当の意味での学習の原点にもどることを示しているといえよう。
本研究で追求してきた「算数学習に主体的に取り組む子どもの育成」を実現
するための、学習の在り方と多くの点で重複がみられる。
「個性を生かす」ことは「一人一人の算数観を生かす」ことであり、「自ら
学び自ら考える」ことは「自らの算数観に基づき、自らの課題を追求」するこ
とである。 「体験的な学習」「問題解決的な学習」とは「実践的学習」ととら
えられる。 これらを、具体的に教育実践に移すことが今後の課題である。
また、教育課程審議会「中間まとめ」では、基礎的・基本的内容は徹底的に
厳選されたものを指し、算数においては、「複雑な計算技能」「複雑な単位換
算」や、その他に児童にとって理解が困難な内容については、削減したり中学
校-移行することを言っている。 これにより、学習内容はこれまでよりも減少
し、算数授業の多様な展開の可能性が出てくるであろう。
「親の背中を見て子どもは育つ」という言葉がある。 学校では「教師の背中
を見て子どもたちは育っている」だろう。 だからこそ教師は、「指導書に書い
てあるから」「教科書ではこう言っているから」などということにも、常に
「本当にそうなのか」「そこにはもっと何か面白いことはないのか」という姿
勢で学び続け、自らの算数観を転換,深化,拡大していくべきである。
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このような学び続けている教師こそが、主体的に算数学習に取り組む子ども
たちを育成していくことができると考える。
具体的な実践例という段階まで提案したが、今度はそれを実践し、改善を加
えていく必要がある。 つまり本研究はここで終わりということではなく、ここ
からが始まりであることを確認する。 そして今後も継続して学び、研究を続け、
一人でも多くの算数好きの子どもたちを育成していきたい。
本研究を進めるに際し、兵庫教育大学教育方法コース荒木紀幸教授には、研
究全般にわたって懇切丁寧なご指導をいただき、心から深く感謝を申し上げま
す。
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